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宿泊施設の安定経営と持続的成長に貢献
宿泊業を取り巻くリスクに対応

　保険商品や各種ソリューションのご
相談・お問い合わせは、下記で受け付
けている。

件数 割合 対前年
施設事故  ．％．％
生産物事故（食中毒）  ．％．％
受託物事故  ．％ ．％
宿泊客個人賠償責任保険（①） ， ．％．％
災害費用（食中毒・トコジラミ駆除等）（②）  ．％．％
駐車場保険  ．％ ．％
特約付動産保険  ．％．％
その他保険（災害休業あんしん保険等）  ．％ ．％

，．％．％

年 年
．％ ．％
．％ ．％
．％ ．％
．％ ．％

（表Ⅰ）主な保険の事故発生件数（年月日～年月日）

種目 事故種類 事故件数

食中毒休業あんしん保険
駐車場保険
特定感染症施設消毒費用担保（ノロウイルス消毒含む）
トコジラミ駆除費用担保（③）

（表Ⅱ）主な補完保険・特約の付保率（保険更新時時点）

付保率

基本保険

補完保険

計

補完保険・特約　種別

（２１） 第３３１７号第３種郵便物認可２０２６年（令和８年）６月８日（月曜日）

　宿泊施設において発生する宿泊代金や売
店販売のキャッシュレス決済について、Ｊ
ＴＢが一括して契約を行い、台の端末で決
済を取り扱うことで、宿泊施設と各カード
事業者との精算ではなく、ＪＴＢのクーポ
ン精算と一緒に効率的に精算できるサービ
スを提供している。また、一括で契約するこ
とによるスケールメリットとして実現する
リーズナブルな手数料率を適用できるの
で、多くの宿泊施設に利用されている。
　サービスを利用している施設で評価され
ているポイントは次の通り。
　①台で種類以上のカード、電子マネ
ー、コード決済に対応したオールインワン
端末。据置型に加えてハンディ型の端末も
選択可能。
　②チェックアウト後の金額変更、取り消
しは、ウェブでの操作可能（時間対応、カ
ード決済のみ）。
　③据置型端末の通信は、有線ＬＡＮ、無線
ＬＡＮのいずれかを選択でき、施設の環境
に合わせた利用ができる。また、全国各地に
サービス拠点あり、故障交換の場合にも迅
速な対応が可能。

　宿泊施設のレビュー管理（クチコミ評価
対策）の究極の戦略は、宿泊滞在中に宿泊者
の声を収集して、対応することだといわれ
ている。ＡＩアンケートシステム「Ｍ－ＯＮ
Ｅ」は、客室に設置している紙のアンケート
をデジタル化することで、宿泊客が滞在中
に即時フィードバックが可能になる。これ
により、チェックアウト時の迅速な対応が
可能となり、顧客満足度とリピ
ーター率の向上に直結するシス
テムだ。実際のアンケートは右
記から体験できる。

　セコムのＡＥＤレンタルは、維持管理も
重視したサービスとオートショック機能が
高く評価されている。必要な場合は、自動的
に電気ショックを与えるオートショック機
能で、救護者の心理的負担が軽減される。施
設に台ではなく、大浴場、各宿泊フロアな
ど、複数台の設定も検討したい。

　宿泊施設の人手不足の課題解決策とし
て、ＪＴＢ旅連事業は「外国人材」の活用を
提案している。宿泊施設と外国人材業者を
つなぎ、施設と外国人求職者とのマッチン
グを促進している。昨年は、マッチング促進
に向けて、宿泊施設と外国人求職者の「マッ

チングイベント」を都市（東京・大阪・仙台）
でオンライン開催し、外国人の自己ＰＲや
個別面談を実施した。
　外国人材の活用は、人手不足の解消によ
る宿泊業の持続的な発展とともに、多様性
のある人材の活用（ダイバーシティ推進）の
観点で、新しいアイデアや提供価値を創造
する風土の醸成にも寄与する。
　今後も、外国人採用・雇用につながる有益
情報の発信とともに、宿泊施設と外国人を
つなげる機会（イベント開催等）を継続的に
設定していく。

　ＷｈｏｌｅＬｉｆｅ社と業務提携し、「で
んきＪＴＢ」を中心に、より削減率が見込め
る新電力会社を提案している。面倒な手続
きは必要なく、書類のみで契約の切り替え
が可能。光熱費高騰などで電気代を課題と
考えている施設には、既契約の明細を提出
して見積結果の確認を勧めている。

　宿泊施設におけるパブリックスペースの
有効活用や、既存売店の省人化による収益
拡大・人員配置の効率化に資する無人売店
システム。売店のレジ常駐が不要で、時間
営業にも対応。ＴＯＵＣＨ　ＴＯ　ＧＯ社、
ＬＭＣＵ社等複数のシステムを、宿泊施設
のニーズに応じて選択可能。最低２坪ほど
の自販機のスペースでも設置できるので、
問い合わせが増加している。

　昨今のニュースで報じられる従業員や退
職者による個人情報の持ち出し（漏えい）リ
スクや、ランサムウェアなどのサイバー攻
撃リスクに対する、「サイバー事故あんしん
保険」は、事故発生時のフォレンジック調査
や再発防止策にかかる費用を補償する商品
として注目を集めている。

　インフォマート社と業務提携し、同社が
提供する「ＢｔｏＢプラットフォーム」内
に宿泊業界向けの「旅館・ホテル向けマー
ケットプレイス」を昨年、新規開設。全国
の生産者・加工業者や卸事業者とのマッチ
ングサービスや発注業務のＤＸ化により、
全国規模での新たな食材情報の入手・商談
や発注・精算・計上処理までの会計業務の
効率化を達成できる。また、料理単位や献
立単位での原価管理・アレルギー食材の管
理機能も提供されており、宿泊施設におけ
る料理管理のトータルＤＸ化導入に最適。
利用サポート対応も充実しており、各機能
の活用における不安にも対応する。
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